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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
送風用のモーターを取付け、その下端部を室外機本体の底板に固定するモーター取付け部
材と、
前記室外機本体の後方側面に設けられた側板と、
前記側板の上辺を覆う天板とを備え、
前記モーター取付け部材の上端部に開口部を下にして設けられた凹部と前記側板の上端部
とが嵌合し、
前記凹部の上面に前記天板の下面を取付けることにより第１の係止部として作用し、
前記モーター取付け台の凹部の上面に設けられた凸部と、前記天板に設けられた凸部の内
面とが嵌合して第２の係止部材として作用する
ことを特徴とする空気調和機の室外機。
【請求項２】
前記第２の係止部材を構成するモーター取付け部材に設けられた凸部は、上部が円弧状で
あり、前記第２の係止部材を構成する天板に設けられた凸部の上部が円弧状であることを
特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。 
【請求項３】
前記第２の係止部材を構成するモーター取付け部材に設けられた凸部の前面に設けられた
傾斜した端面と、前記第２の係止部材を構成する天板に設けられた凸部の前面に設けられ
た傾斜した端面とが嵌合して第３の係止部材として作用することを特徴とする請求項１記
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載の空気調和機の室外機。 
【請求項４】
前記第１の係止部材を構成する送風機のモーター取付け部材の凹部の後方側面に設けられ
た爪部と、前記第２の係止部材を構成する天板に設けられた凸部の後方側面内側に設けら
れた凸部の内面とが嵌合して第４の係止部として作用することを特徴とする請求項１記載
の空気調和機の室外機。 
【請求項５】
前記天板に設けられた凸部を直方体の形状とし、前記モーター取付け台の凹部の上面に設
けられた凸部と、傾斜を持った壁部とを、前記直方体状の凸部の内面に嵌合することで第
５の係止部材として作用することを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。
【請求項６】
前記モーター取付け部材の下端部と前記底板とが、前記第１の係止部材と同様の構造の係
止部により固定されることを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。 
【請求項７】
前記第２の係止部材を構成する天板に設けられた凸部の周辺が凹部となることを特徴とす
る請求項１乃至６記載の空気調和機の室外機。 
【請求項８】
前記天板に設けられた凹部における天板後方端面が、前記凹部により前記室外機本体の後
方に向かって開口されていることを特徴とする請求項７記載の空気調和機の室外機。 
【請求項９】
前記側板として、熱交換器が用いられていることを特徴とする請求項１乃至８いずれか記
載の空気調和機の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、空気調和機の室外機に係わり、送風用のモーター取付け台の取付け工数と部品
点数とを削減する係止機構に関するものである。 
【背景技術】
【０００２】
近年、空気調和機において企業間競争による製品の低価格化が進み、さらなる低価格化を
図る為に部品点数や組立て工数の削減等が行われている。また、工業製品の環境への配慮
が重要視されており、設計段階から製品のリサイクル性を考慮して、製品の廃棄時におけ
る分解の容易さ等が要求されている。 
【０００３】
このような要求に答えるべく、例えば、空気調和機の室外機の上面と前面を構成する合成
樹脂製のフロントカバーと、送風用のモーター取付け台と、モーター取付け台の上部を固
定するための固定部材とを備え、固定部材には、係止孔が設けられており、この部分にモ
ーター取付け台の係止爪を係止することでモーター取付け台を固定するような係止機構が
あった。 
（例えば特許文献１）。 
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１４５４０７号公報(第１～２頁、図１)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
上記のように、専用の固定部材を設けてモーター取付け台の上部を固定する方法は、部品
点数が多く部品コストや組立てコストが増えるという課題がある。また、専用の固定部材
を設ける替りに、フロントカバーの上面に固定部材の機能を持たせたることも考えられる
が、金属製のフロントカバーを持つ製品の場合には、フロントカバーの上面に穴を開ける
工程が別途必要になり、さらにコストが増加するという課題があった。 
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【０００６】
本発明は、上記のような問題点を解決するためになされたものであり、少ない部品点数及
び組立て工数によりモーター取付け台を固定する空気調和機の室外機を得ることを目的と
する。 
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機の室外機は、送風用のモーターを取付け、その下端部を室外機
本体の底板に固定するモーター取付け部材と、前記室外機本体の後方側面に設けられた側
板と、前記側板の上辺を覆う天板とを備え、前記モーター取付け部材の上端部に開口部を
下にして設けられた凹部と前記側板の上端部とが嵌合し、前記凹部の上面に前記天板の下
面を取付けることにより第１の係止部として作用し、前記モーター取付け台の凹部の上面
に設けられた凸部と、前記天板に設けられた凸部の内面とが嵌合して第２の係止部材とし
て作用するものである。
【発明の効果】
【０００８】
本発明は、空気調和機の室外機において、モーター取付け台を固定するために特別な固定
部材を設ける必要がなく、部品点数及び組立て工数を削減することが出来る。 
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
実施の形態１． 
以下、本発明の実施の形態１における空気調和機の室外機について説明する。尚、以降の
各図面において同一番号の構成要素は同一のものとする。 
【００１０】
図１は実施の形態１における空気調和機の室外機の構成を示す斜視図である。図１におい
て、空気調和機の室外機本体１の底板２には、送風機のモーター３を取付ける為のモータ
ー取付け部材であるモーター取付け台４が設けられている。このモーター取付け台４の下
端部５は、底板２に設けられた凸部６に螺子などにより固定されている。一方、モーター
取付け台４の上端部には開口部を下にした凹部７が設けられており、室外機本体１の後方
側面に設けられて側板として作用している熱交換器８の上端部と嵌合し、その上に天板９
を取付けることにより係止部として作用し、モーター取付け台４が室外機本体１内部に固
定される。尚、室外機の前面パネル１０は天板９を取付ける前に取付けておく。 
【００１１】
図２はモーター取付け台４の上端部の凹部７と天板９の嵌合箇所の構造を説明する為の拡
大斜視図である。図２により、この構造について説明する。室外機の天板９の上面には、
送風機のモーターの軸１１（図１参照）と平行な中心軸を持つ円弧状の凸部１２が設けら
れている。この凸部１２は塑性絞り加工等で加工される。そして、この凸部１２の前面側
にある端面部には、傾斜を持った壁部１２ａが成形されている。この円弧状の凸部１２が
設けられた部分の周囲は、天板９の上面から一段低い凹部１３が設けられており、この凹
部１３は室外機本体１の後方側面に向かって開いた形状となっている。それにより、凸部
１２が製品の外殻から突出することを防ぎ、降雨等による水が長期間溜まることを防ぐ。
 
【００１２】
一方、モーター取付け台４の上端部に開口部を下にした凹部７の上面には、天板の凸部１
２の内面に所定幅を持った面で接するように円弧状の凸部７ａが設けられている。この凸
部７ａの前面には、天板９の壁部１２ａと同じ傾斜を持った壁部７ｂが設けられている。
凸部１２及び凸部７ａを円弧状としているのは、薄板板金を塑性絞り加工する場合に無理
なく成形し、また、皺や亀裂等の不具合を生ずることなく前面側の壁部７ｂの高さを確保
するための理想的な形状の為である。 
【００１３】
このような構造となっているので、モーター取付け台４の凹部７に天板９を嵌合させた部
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分が第一の係止部材として作用し、モーター取付け台４の凹部７の上面に設けられた凸部
７ａと、天板９に設けられた凸部１２の内面とが嵌合して第二の係止部材として作用する
。それにより、天板９がモーター取付け台４を押さえつける作用をする。また、モーター
取付け台４の凹部７に取付けられた壁部７ｂと、天板９に設けられた壁部１２ａとが嵌合
して第三の係止部材を構成し、それによりモーター取付け台４が前後方向へ倒れる動きを
規制する。 
【００１４】
図３は、図２に示すモーター取付け台４の凹部７と天板９との嵌合個所を反対側から見た
斜視図である。図３において、室外機の天板９の外周縦壁部分１４には外側への凸部１２
ｂが設けられている。一方、モーター取付け台４の上端にある凹部７には、この凸部１２
ｂの内面に接するように爪部７ｃが設けられている。このような構造となっているので、
モーター取付け台４の凹部７に天板９を嵌合した場合に、室外機の天板９の外周縦壁部分
１４にある凸部１２ｂの内面と、モーター取付け台４の凹部７にある爪部７ｃとが嵌合し
第四の係止部材として作用する。それにより、モーター取付け台４の左右方向及び背面方
向への動きを規制する。また、輸送時の振動、衝撃による位置ずれを防止する。このよう
にモーター取付け台４の上端の凹部７と天板９の凸部１２とを嵌合させることでモーター
取付け台２の上部７を前後、左右方向に動くことなく固定させることが出来る。 
【００１５】
以上のように構成されているので、モーター取付け台の上部を固定するために特別な固定
部材を設ける必要がなく、部品点数及び組立て工数を削減することが出来る。また、モー
ター取付け台４の凹部７にある凸部７ａと、天板の凸部１２とを嵌合させることで、天板
９の上部からの荷重によるたわみを下から支える構造となり、天板９の変形を抑制する効
果を得ることが出来る。さらにまた、この円弧状の凸部７ａと壁部７ｂとを嵌合させるこ
とで、天板９を中央部に案内する際の位置精度を向上する効果も得られる。 
【００１６】
実施の形態２． 
実施の形態１では、モーター取付け台４の下端部５は、底板２に設けられた凸部６に螺子
などにより固定されている例を示したが、実施の形態２では下端部５もモーター取付け台
４の凹部７と同様な構造とする場合について示す。 
【００１７】
実施の形態２では、図１において、モーター取付け台４の下端部５の構造を凹部７の構造
と同様の構造とする。すなわち、モーター取付け台４の下端部５の構造を凹部７の構造を
、上下反転して下端部５に設ける。一方、天板に設けた凸部１２及び凹部１３と同様の構
造を、その垂直線上の同じ位置に上下反転して底板２に設ける。具体的には、モーター取
付け台４の凹部７と円弧状の凸部７ａ、傾斜を持った壁部７ｂ、及び爪部７ｃと夫々同様
の構造を設ける。また、室外機本体１の底板２に設けられた凸部６を無くし、に円弧状の
凸部１２、傾斜を持った壁部１２ａ、凸部１２ｂ、及び底凹部１３と同様の構造を設ける
。 
【００１８】
モーター取付け台４の取付け手順は、前記のような構造としたモーター取付け台４の下端
部５と熱交換器８の下端部とを嵌合させ、次にモーター取付け台４を前方にたわませなが
ら凹部７熱交換器８の上端部に嵌合させる。そして、前記のような構造としたモーター取
付け台４の下端部５と熱交換器８の下端部とを、底板２に取付け、さらに天板９を取付け
る。それにより、底板２と天板９との間にモーター取付け台４が固定される。 
【００１９】
以上のように、螺子止めすることなくモーター取付け台の下端部５及び上端部を底板２に
固定できる為、螺子止め部品及び螺子止め工程を削減出来るという効果が得られる。 
【００２０】
実施の形態３． 
実施の形態１では、モーター取付け台４を左右方向に固定する為に、天板９に凸部１２ｂ
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を設け、モーター取付け台４の凹部７に爪部７ｃを設けていた。この凸部１２ｂと爪部７
ｃを設ける代わりに、天板９に設けた凸部１２を直方体状の形状とし、モーター取付け台
４の凹部７に設けた円弧状の凸部７ａと、傾斜を持った壁部７ｂとを、前記のように直方
体状の形状とした凸部１２の内面に嵌合するような形状とする。それにより、直方体状の
形状とした凸部１２の側面と直方体状の形状とした凸部７ａの側面同士が嵌合し第５の係
止部材として作用する。それにより、モーター取付け台４の前後左右方向が固定される。
 
【００２１】
以上のような構造とすることで、天板９の凸部１２ｂと、モーター取付け台４の爪部７ｃ
を設ける必要がなくなり取付け部の構造を簡略化できる為、加工に要する工程を削減する
効果が得られる。 
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態１による空気調和機の室外機の構成を示す斜視である。
【図２】本発明の実施の形態１によるモーター取付け台４の上端部と天板９との嵌合箇所
の構造を説明する為の拡大斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態１によるモーター取付け台４の上端部と天板９との嵌合箇所
の構造を説明する為の拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００２３】
１  室外機本体、２  底板、３  モーター３、４  モーター取付け台、５  下端部、 
６  凸部、７  凹部、７ａ  凸部、７ｂ  壁部、７ｃ  爪部、８  熱交換器、９  天板、
１０  室外機の前面パネル、１１  モーターの軸、１２  凸部、１２ａ  壁部、１２ｂ  
凸部、１３  凹部、１４  外周縦壁部分 

【図１】 【図２】
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